
 

 
 

 

 

 

 

「あいさつの貝塚中」 
 

主幹教諭 武田啓司 

１０月号で少し記載した基本的な生活習慣について。あいさつ、返事、言葉遣い、時間を守る、環境整美という

ことを挙げて生徒達に話をすることが多くあります。学校生活はこの５つを大切にして過ごしていくことが必要と

思っているからです。全てこれからの生活を考えていく上で身につける必要があるものです。 

朝のあいさつ活動で玄関に立っているとさまざまな表現であいさつをしてくれます。元気に声を出ししかもきち

んとお辞儀をしてくれる人、会釈、小さい声だけど丁寧な人、友達と話しながらでもちゃんとあいさつしてくれる

人等。あいさつは返してくれることを前提とはしないで行うものと考えていますので、素通りする人がいてもその

人なりの心持ちがあるのだと思い、「あいさつして。」とか「もっと大きな声で。」とか基本的には言わないでいま

す。残念だなあと思うこともありますが、その感情を上回るようなあたたかさを感じさせてくれるあいさつで正

門、玄関を通ってくる生徒がとても多いのが嬉しいのです。みんな毎日同じ心持ちではないんだろうなあと思いな

がら毎朝正門に立っています。日によっては「ゆううつな一日になりそうだ」とか、「今日はいいことがありそう

で楽しくて仕方がない」というさまざまな感情でいることがあるのでしょう。でも表面的にはそれほど変わらない

表情や雰囲気で登校し活動をしていますよね。そんな時にあいさつをすること、されることで心が少しでもほっと

できるような状態になることがあると思うのです。それがあいさつの魔法なのだと思います。自分の心の中の鏡を

表に映し出したり、人の心の鏡をきれいにする、それが「あいさつは心の鏡」とよく表現される所以なのだろうと

私なりの解釈です。だからされてもされなくても大きな声でも小さな声でもあいさつをし続ける。中学、高校だけ

でなく社会人になってもあいさつの大切さは説かれることが最近は多いです。それだけ人間関係が多様となりあい

さつの重要性が増しているのでしょう。貝塚中ではひっきりなしにあいさつをすることが自然となるように生徒も

我々もどんどんあいさつを心がけています。みんなの心の鏡が少しでもきれいになるように願い、今後も継続した

いと思っています。でもやっぱり先にあいさつをしてくれると嬉しいです。 

人の前を通るときに少し頭を下げる人、体育館の玄関でくつやスリッパを揃える人、増えましたね。そんな良い

立ち振る舞いの中で、標準服のボタンが留まっていない、ネクタイの緩み、特にポケットに手を入れている人が増

えていることには懸念があります。全てひっくるめた生活ぶりをますます充実させ今後もあいさつや振る舞いに関

しても「すごい貝塚中」となるよう生徒、保護者の方々、地域の方々、教職員で活動していきたいと思います。そ

して佳境に入っている３年生の進路にむけての取り組み、全学年の今後の行事と学年末考査への取り組みに生徒た

ちの大いなるエネルギーをぜひ、期待するところです。 
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学校だより 
２月号 



日 曜 行　　　　　　　　事

1 土  

2 日  

3 月 全校朝礼　安全指導⑩

4 火 専門委員会⑤　巡回相談

5 水 職員会議

6 木 運営委員会⑤

7 金 社会科見学（１）

8 土  

9 日  

10 月 学年朝礼

11 火 建国記念の日

12 水 職員会議

13 木  

14 金 社会科見学（２）

15 土  

16 日  

17 月 生徒会朝礼

18 火
定期考査一週間前諸活動停止期間
始

19 水 避難訓練⑩　校内研修会⑤

20 木  

21 金 都立一次・分割前期入試

22 土  

23 日 天皇誕生日

24 月 振替休日

25 火  

26 水 第４回定期考査１日目

27 木 第４回定期考査２日目

28 金
第４回定期考査３日目　諸活動停止
期間終

大田区立連合書初展 

 校内展では例年どおり各学年の生徒の力作が廊下を華やかにし

てくれました。書き初めは、今年一年の字の上達を願い、平安時代

に元日に汲んだ若水で墨をすり、恵方を向いて詩歌を書いた宮中行

事から始まり、江戸時代に広まったそうです。区の連合展には２０

名の代表生徒を出品し、中から３人が席書会に参加しました。ひと

きわ大きな紙は「半切」というものです。少し太い筆で元気よくし

たためました。校長室前に掲示してありますので、ぜひご覧くださ

い。（国語科） 

 

 

 

 

 

1月２０日（土）にものづくり教育・学習フォ

ーラムが開催されました。大田区は「工場のま

ち」として知られていて、特色を活かしたものづ

くりが盛んに行われていることからこのようなフ

ォーラムが開催されています。 

貝塚中学校からは、生徒が技術科で製作した

棚・鋳造キーホルダー、家庭科で製作したリバー

シブルエコマイバッグ・マイポーチ（筆箱）が出

品されました。 

     技術家庭科 教科主任 青田匡弘 

 

¶ものづくり教育・学習フォーラム出品者 

【1年】いろいろな棚・リバーシブルエコマイバック 

石橋 かんな・南戸 仁志 

【2年】マイポーチ（筆箱） 

白埜 紗姫・内藤 瑞 

【3年】鋳造キーホルダー 

小塚 颯人・島本 武瑠 

【吹奏学部】 

第58回東京都中学生アンサンブルコンテスト 銀賞 

大田区立連合書初展 


